
 平成30年度  理科 第３学年  年間指導計画・評価計画 
調布市立第五中学校 

 
 ＜第３学年 理科 年間指導計画＞ 

学習単元・章・項目 

月 
（時数） 

時数 理科Ⅰ＜２時間／週＞ 時数 理科Ⅱ＜２時間／週＞ 

4月 
(10) 

５ 
単元４ 化学変化とイオン 
１章 水溶液とイオン(13時間) 

１ 電流が流れる水溶液 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
・ 
２ 
年 
生 
の 
復 
習 
 
 

５ 
単元２ 生命のつながり 
１章 生物の成長とふえ方(12時間) 

  １ 生物の成長と細胞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
・ 
２ 
年 
生 
の 
復 
習 

 
 
 
 
 
 
 
 

5月 
(16) 

８ 
２ 原子とイオン 

２章 化学変化と電池(6時間) 
１ 電池とイオン 

８ 
２ 生物の子孫の残し方 

２章 遺伝の規則性と遺伝子(6時間) 
  １ 遺伝の規則性    

6月 
(15) ８ 

２ いろいろな電池 
３章 酸・アルカリとイオン(7時間) 

１ 酸・アルカリ 
７ 

２ 遺伝子 
終章  遺伝子を扱う技術について調べよう(1 時間) 

単元３ 自然界のつながり 
 １章 生物どうしのつながり(6時間) 
  １ 生物の食べる・食べられる関係 

7月 
(10) ５ ２ 中和と塩 ５ ２ 生物どうしのつり合い 

8月 
(2) 

１ 終章 中和をイオンで考える(4時間) １ ２章 自然界を循環する物質(4時間) 
  １ 微生物のはたらき 

9月 
(12) 

６ 

単元１ 運動とエネルギー 
 １章 力のはたらき(6時間) 
  １ 力のつり合い 
  ２ 力の合成 

６ 

 ２ 物質の循環 
終章 自然界のつり合いを考えよう(2時間) 
単元５ 地球と宇宙 
１章 天体の１日の動き(6時間) 

  １ 太陽の動き 

10月 
(16) ８ 

３ 力の分解 
２章 物体の運動(12時間) 
１ 運動の速さと向き 

８ 

２ 星の動き 
３ 天体の動き 

２章 天体の１年の動き(5 時間) 
１ 四季の星座  

11月 
(15) ７ 

２ 力がはたらき続ける運動 
３ 力がはたらいていない運動 
４ 力をおよぼし合う運動 

８ 
２ 季節の変化 

３章 月と惑星の運動(8時間) 
  １ 月の運動と見え方 

12月 
(12) ６ 

３章 仕事とエネルギー(16時間) 

１ 仕事 
２ エネルギー 

６ 

２ 惑星の見え方 
４章 太陽系と銀河系(6時間) 

  １ 太陽のすがた 
２ 太陽系のすがた 

1月 
(14) 

７ 
３ 力学的エネルギーの保存 
４ エネルギーとその移り変わり 
５ エネルギーの保存と利用の効率 

７ ３ 銀河系と宇宙の広がり 
終章 太陽の位置から方角を知る(2時間) 

2月 
(14) 

７ 

６ 熱エネルギーの効率的な利用 
終章 ジェットコースター(2時間) 

単元６ 地球の明るい未来のために 
１章 自然環境と人間の関わり(4時間) 
１ 自然環境の保全 
２ 自然環境がもたらす災害 
３ 自然のめぐみ 

７ 

単元６ 地球の明るい未来のために 
３章 たいせつなエネルギー資源(7時間) 
１ わたしたちのくらしとエネルギー 
２ 電気エネルギーのつくり方 

  ３ エネルギー利用の課題 
  ４ 放射線 

５ 再生可能エネルギー 

3月 
(8) 4 

２章 くらしを支える科学技術(3時間) 
１ 衣食住と科学技術 
２ 輸送・通信と科学技術 

４ 終章 これからのくらしを考えよう(4 時間) 

(144） 72   72   



 
＜指導計画・評価計画表＞       

 

  第３学年 観点別評価規準 

 

単元１ 運動とエネルギー 

＜単元の目標＞ 

物体の運動やエネルギーに関する観察・実験を通して、物体の運動の規則性やエネルギーの基礎について理解させるとともに、日常生活や社会と関連づけて運動とエ

ネルギーの初歩的な見方や考え方を養う。 

   

１章 力のはたらき（６時間）                           

時 学習内容 学習目標 
評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

１ 

１ 力のつり合い ●２つの力がつり合うとき

の様子を調べる実験を行

い、２つの力がつり合う

ための条件を見いだす。 

◆力のつり合いについて関心をも

ち、つり合う力の関係について

調べようとする。 

 

◆物体にはたらく力について、力

のつり合いと関連付けて考察

し、自らの考えを導いたりまと

めたりして表現している。 

 

◆２つの力がつり合うときの

大きさや向きなどを調べる

ことができる。 

 

◆２つの力がつり合うときの条件

を理解し、知識を身につけてい

る。 

 

３ 

２ 力の合成 

 Ａ一直線上にはたらく

力の合成 

 Ｂ一直線上にない２つ

の力の合成 

●２つの力の合力を調べる

実験を行い、合力の求め

方を見出す。 

◆身のまわりにある力の合成にか

かわる現象について関心をも

ち、２つの力の合力を調べる実

験を行おうとする。 

 

◆一直線上にある2つの力の合力

に関する規則性を見いだし，自

らの考えを導いたりまとめたり

して，表現している。 

◆一直線上にない2つの力の合力

に関する規則性を見いだし，自

らの考えを導いたりまとめたり

して，表現している。  

 

◆２つの力を合成する実験を

行い、合力の大きさや向きの

関係を調べることができる。 

 

◆力の合成や合力について理解

し，知識を身につけている。 

◆一直線上に同じ向きにはたらく

2つの力の合力は，それぞれの力

の大きさの和になることを理解

している。 

◆向きのちがう2つの力の合力は2

つの力を2辺とする平行四辺形

を作図して，その対角線で求め

られることを理解している。 

◆力の合成の方法について，平行

四辺形の作図を用いて説明でき

る。  

 

２ 

３ 力の分解 
●分力は、その力の矢印を

対角線とする平行四辺形

の２辺で表されることを

知る。 

◆力の分解に関心をもち、調べよ

うとする。 

 

◆平行四辺形を用いて１つの力を

にんいのほうこうの２つの力に

分解できることについて、自ら

の考えを導いたりまとめたりし

て、表現している。 

 

◆１つの力を指示された２つ

の方向に分解し、分力を作図

することができる。 

 

◆1つの力と同じはたらきをする2

つの力に分けることを，力の分解

ということを理解し，知識を身に

つけている。 

◆平行四辺形の作図を用いて，力

の分解を説明できる。  

 
 

 

 

 

 



  ２章 物体の運動（１２ 時間） 

 

時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

５ 

１ 物体の速さと向き 

 Ａ身のまわりの運動 

 Ｂ速さと向き 

 Ｃ運動の記録と速さ 

●身のまわりの運動の観察

から，運動には速さと向

きがあることを見いだ

す。 

●記録タイマーで速さを調

べる実験を行い，物体の

運動の速さの表し方およ

び運動を記録する方法を

知る。 

◆ 身のまわりの運動について関

心をもち，速さや向きが変わら

ない運動，変わる運動を探しだ

そうとする。  

  

◆ 物体の運動のようすに関心を

もち， 速さの表し方や運動を記

録する方法を考えようとする。  

 

◆ 物体の運動を速さと向きで表

せることを見いだしている。  

［ペーパーテスト，ワークシート］  

◆ 記録されたテープの打点間隔

から， 物体の速さの求め方を考

えている。  

 

◆ 記録タイマーを正しく操作

することができる。 

◆ テープの記録から速さを求

めることができる。  

 

◆ 運動には速さと向きがあるこ

とを理解し，知識を身につけて

いる。 

◆ 速さを計算で求めることがで

きる。 

◆ テープの記録から速さを求め

る方法を理解している。 

◆ 平均の速さと瞬間の速さを理

解し， 知識を身につけている。  

 

４ 

２ 力がはたらき続ける

運動 

 Ａ斜面を下る運動 

 Ｂ自由落下運動 

 Ｃ力の向きと運動 

●物体に力がはたらき続け

る運動についての観察，

実験を行い，運動の向き

と力の向きの関係によっ

て速さが増加したり減少

したりすることを見いだ

す。 

◆ 物体に力がはたらき続ける運

動について関心をもち，力がは

たらくときの運動について探究

しようとする。  

 

◆ 実験結果から，力がはたらき続

ける運動で「速さと時間」「移

動距離と時間」の関係を見いだ

し，自らの考えを導いたりまと

めたりして，表現している。 

◆ 物体にはたらく力の大きさと

速さの変化のしかたの関係をと

らえている。  

 

◆ 力がはたらき続ける運動の

ようすを記録タイマーを用

いて調べることができる。 

◆ 記録されたテープから，運

動のようすをグラフに表す

ことができる。  

 

◆ 一定の大きさの力がはたらき

続ける運動では，速さが時間と

ともに一定の割合で大きくなる

ことを理解し，知識を身につけ

ている。 

◆ 物体にはたらく力が大きいほ

ど速さの変化の割合が大きいこ

とを理解し， 知識を身につけて

いる。 

◆ 力の向きにより，速くなる場合

と遅くなる場合があることを理

解し，知識を身につけている。  

 

２ 

３ 力がはたらいていな

い運動 

 Ａ 等速直線運動 

 Ｂ 慣性 

●物体に力がはたらいてい

ない運動についての観

察，実験を行い，力がは

たらかない運動では物体

は等速直線運動をするこ

とを見いだす。 

●物体にはたらく合力が0

ならば，慣性の法則が成

り立つことを知る。 

◆物体に力がはたらいていない運

動について関心をもち，水平面

上を走る台車の運動のようすを

探究しようとする。  

 

◆実験の結果から，等速直線運動

の「時間と速さ」「時間と移動

距離」の関係を見いだし，自ら

の考えを導いたりまとめたりし

て，表現している。 

◆力がはたらかないとき，物体は

どのような運動をするかを考え

ている。  

 

◆水平面上を走る台車の運動

のようすを，記録タイマーを

用いて調べることができる。 

◆記録されたテープを利用し

て，運動のようすをグラフに

表すことができる。  

 

◆等速直線運動は，速さが一定で

移動距離は時間に比例すること

を理解している。 

◆慣性や慣性の法則を理解し，知

識を身につけている。 

◆力がつり合っているときの運動

は，力がはたらかないときと同

様であることを理解し，知識を

身につけている。  

 

１ 

４ 力をおよぼし合う運

動 

●物体を押したときの動き

の観察から，物体に力を

はたらかせると，2つの物

体が互いに力をおよぼし

合うことを知る。 

 

◆物体を押したときの動きや水ロ

ケットなどの動きに関心をも

ち，2つの物体の間でどのように

力がはたらいているか考えよう

とする。  

 

◆2つの物体の間で力がはたらく

とき，物体の動き方から力のは

たらく向きや大きさをとらえて

いる。  

 

 ◆力は物体どうしの相互作用であ

り，対になってはたらくことを

理解し，知識を身につけている。  

 

 

 

 

 



 ３章 仕事とエネルギー（１６ 時間）                    

 

時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

４ 
１ 仕事 

 Ａ仕事 

 Ｂ仕事の原理 

 Ｃ仕事率 

●理科で扱う仕事は，力の

大きさと力の方向に動い

た距離の積であることを

知る。 

●道具を用いて仕事をして

も，仕事の大きさは直接

手でする仕事と同じであ

ることを見いだす。 

●仕事率により，仕事の効

率が表せることを知る。 

◆ 理科で扱う仕事，仕事の原理や

仕事率に関心をもち，いろいろ

な仕事について調べようとす

る。  

 

◆ 理科で扱う仕事の例をあげて

いる。 

◆ 動滑車などの道具を用いた仕

事と直接手で行う仕事を調べる

実験の結果から，さまざまな道

具を用いても仕事の大きさが変

化しないことを推測している。 

◆ 仕事率を求めることで，いろい

ろな道具の仕事の効率を考えて

いる。  

 

◆ 動滑車を使った仕事を調べ

る実験を行い，直接手で行う

仕事と道具を用いた仕事の

大きさを調べることができ

る。  

 

◆ 仕事は，力とその向きに動いた

距離の積であることや単位を理

解し，知識を身につけている。 

◆ 動滑車やてこを用いた仕事で

は，力の大きさを変えることが

できるが，結果として仕事の大

きさは変わらないことを理解

し，知識を身につけている。 

◆ 仕事率が単位時間に行う仕事

であることや仕事率の単位を理

解し，知識を身につけている。  

 

２ ２ エネルギー 

 Ａ位置エネルギー 

 Ｂ運動エネルギー 

●エネルギーに関する実験

を通して，エネルギーに

は位置エネルギー，運動

エネルギーなどがあるこ

とを知る。 

 

◆ 物体が行う仕事とエネルギー

の関係に関心をもち，力学的エ

ネルギーに関して調べようとす

る。  

 

◆ 実験の結果から，位置エネルギ

ーは物体の高さや質量に関係す

ることを見いだし，自らの考え

を導いたりまとめたりして，表

現している。 

◆ 実験の結果から，運動エネルギ

ーは物体の速さや質量に関係す

ることを見いだすことができ，

自らの考えを導いたりまとめた

りして，表現している。  

 

◆ 位置エネルギーや運動エネ

ルギーに関する実験を行い，

物体の高さ，速さ， 質量と

関連づけて調べたり，グラフ

に表したりすることができ

る。  

 

◆ 仕事ができる能力をエネルギ

ーということを理解し，知識を

身につけている。 

◆ 位置エネルギーや運動エネル

ギーの特徴を理解し，その大き

さが物体の質量や高さ，運動の

速さに関係することを理解し，

知識を身につけている。  

 

２ ３ 力学的エネルギーの

保存 

●力学的エネルギーに関す

る実験を行い，位置エネ

ルギーと運動エネルギー

が相互に移り変わるこ

と，力学的エネルギーが

保存されることを知る。 

 

◆力学的エネルギーに関する規則

性に関心をもち，調べようとす

る。  

 

◆斜面を下る運動や振り子の運動

から，位置エネルギーと運動エ

ネルギーが互いに移り変わるこ

とを見いだし，自らの考えを導

いたりまとめたりして，表現し

ている。  

 

◆力学的エネルギーの保存に

関する実験を行い，位置エネ

ルギーや運動エネルギーの

移り変わりを調べることが

できる。  

 

◆力学的エネルギーの保存につい

て理解し，斜面上の物体の運動

や振り子の運動におけるエネル

ギーの移り変わりを説明でき

る。  

 

３ ４ エネルギーとその移

り変わり 

 Ａいろいろなエネルギ

ー 

 Ｂエネルギーの移り変

わり 

●エネルギーには弾性エネ

ルギー，電気エネルギー，

熱エネルギーなどさまざ

まなものがあり，互いに

移り変わることを知る。 

 

◆エネルギーにはさまざまなもの

があることに関心をもち，身の

まわりにあるエネルギーについ

て調べようとする。  

 

◆実験結果から，移り変わったエ

ネルギーの種類をとらえ，自ら

の考えを導いたりまとめたりし

て，表現している。  

 

◆エネルギーに関する実験を

行い，エネルギーの移り変わ

りを調べることができる。  

 

◆身のまわりのさまざまなエネル

ギーについて理解し，それぞれ

の特徴について指摘できる。 

◆エネルギーの移り変わりについ

て理解し，知識を身につけてい

る。  

 

２ ５ エネルギーの保存と

利用の効率 

●エネルギーが移り変わる

前後でエネルギーが保存

されることを知る。 

 

◆エネルギーが移り変わる前後で

保存されることや，その際の効

率について関心をもち，生活の

中でエネルギーを効率的に利用

していこうとする。  

 

◆エネルギー変換効率について，

電球形蛍光灯やLED電球の消費

電力と関連づけて考察し，有効

な利用のしかたについて，自ら

の考えを導いたりまとめたりし

て，表現している。  

 

◆電球形蛍光灯やLED電球につ

いて明るさや温度を測定す

る実験を行い，消費電力と関

連づけて調べることができ

る。  

 

◆エネルギーの保存について理解

し，知識を身につけている。 

◆エネルギー変換効率や効率のよ

い器具について理解し，知識を

身につけている。  

 



１ ６ 熱エネルギーの効率

的な利用 

●熱の伝わり方には伝導，

対流，放射があることや，

熱エネルギーの効率的な

利用について知る。 

 

◆熱エネルギーの効率的な利用に

ついて関心をもち，生活の中で

熱エネルギーを効率的に利用し

ていこうとする。  

 

◆熱エネルギーの効率的な利用に

ついて熱の伝わり方と関連づ

け，自らの考えを導いたりまと

めたりして，表現している。  

 

 ◆熱の伝わり方には伝導や対流，

放射があることを理解し，熱エ

ネルギーの効率的な利用方法を

説明できる。  

 

２ ジェットコースター 
●力学的エネルギーの保存

をもとに，球の運動のよ

うすを説明することがで

きる。 

 

◆ 学習したことを活用して，課題

にとり組んでいこうとする。  

 

◆ 学習したことをもとに実験結

果を予想している。 

◆ 実験結果から金属球の運動の

ようすについて，自らの考えを

導いたりまとめたりして，表現

している。  

 

◆ 金属球の運動のようすを調

べる実験を行うことができ

る。  

 

 

 

 

 

 

単元２ 生命のつながり 

＜単元の目標＞ 

身近な生物についての観察・実験を通して、生物の成長とふえ方、遺伝現象について理解させるとともに、生命の連続性について認識を深める。 

   

１章 生物の成長とふえ方（１２時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

６ 
１ 生物の成長と細胞 ●体細胞分裂の観察を行

い，その過程を確かめる
とともに，細胞の分裂を
生物の成長と関連づけて
とらえる。 

◆ 植物の根ののび方に関心をも
ち，そのしくみを意欲的に探究
しようとする。 

 

◆ 体細胞分裂の観察を通して，生
物の成長は細胞の分裂・成長に
よって起こることを見いだし，
自らの考えを導いたりまとめた
りして，表現している。 

◆ 観察した染色体などのようす
にもとづいて，細胞分裂の過程
を筋道を立てて考えることがで
きる。 

 

◆ 細胞の染色など目的に合わ
せたプレパラートを作製し，
顕微鏡を使って観察する方
法を身につけている。 

 

◆ 生物の成長は，細胞分裂と分裂
した細胞が大きくなることによ
ることを理解し，体細胞分裂に
ついての知識を身につけてい
る。 
 

６ ２ 生物の子孫の残し方 

 Ａ無性生殖 

 Ｂ有性生殖 

 Ｃ無性生殖と有性生殖 

●身近な生物のふえ方を観
察し，有性生殖と無性生
殖の特徴を見いだす。 

◆ 生物のふえ方に関心をもち，い
ろいろな生物のふえるようすを
意欲的に探究しようとする。 

［行動観察，質問紙］ 

◆ 花粉管が伸長する現象を，精細
胞が卵細胞と合体する受精のし
くみと関連づけてとらえ，自ら
の考えを導いたりまとめたりし
て，表現している。 

◆ 有性生殖における染色体の数
を，減数分裂と関連づけてとら
え，自らの考えを導いたりまと
めたりして，表現している。 

 

◆ 花粉管が伸長していく経時
的な変化のようすを，培養し
ながら顕微鏡で観察するこ
とができる。 

◆ 花粉管が伸長していく経時
的な変化のようすを，スケッ
チなどで記録することがで
きる。 

 

◆ 有性生殖の特徴である受精に

ついて理解し，知識を身につけ

ている。 

◆ 受精卵は分裂を繰り返して胚

になることを理解し，知識を身

につけている。 

◆ 有性生殖では減数分裂によっ

て染色体の数が保たれることを

理解し，知識を身につけている。 

  

 

 

 

 



２章 遺伝の規則性と遺伝子（６時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

３ 
１ 遺伝の規則性 

 Ａ遺伝 

 Ｂメンデルが行った実

  験 

●有性生殖において，親の
形質が子や孫に伝わると
きの規則性を見いだすと
ともに，遺伝現象の規則
性は，遺伝子のはたらき
によることを理解する。 

◆ 両親の特徴が子へ伝えられて
いくことに関心をもち，そのし
くみを意欲的に調べようとす
る。 

◆ 遺伝によって親から子，子から
孫に形質が伝わっていくことに
興味・関心をもち，遺伝の規則
性を意欲的に調べようとする。 

 

◆ 両親の形質が生殖細胞の染色
体を通して子に伝えられること
を，減数分裂，受精などと関連
づけてとらえ，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現 
している。 

◆ 孫の代の遺伝子の組み合わせ
から，子の卵細胞・精細胞や，
子の代の遺伝子の組み合わせを
推測できる。 

 

◆ 対になっている遺伝子の記
号A とaを使い，子の卵細
胞・精細胞や子の代の遺伝
子，孫の代の遺伝子の組み合
わせを表現できる。 

 

◆ 遺伝子によって親の形質が子
に伝えられるしくみを理解し，
その知識を身につけている。 

◆ 有性生殖における遺伝には一
定の規則性が見られることや，
遺伝子ならびに減数分裂のしく
みから，その規則性を理解し，
知識を身につけている。 

◆ 優性の形質・劣性の形質や分離
の法則を理解し，知識を身につ
けている。 

 
３ ２ 遺伝子 

●遺伝子は染色体にあり，
その本体がDNA であるこ
とを理解する。 

◆ 遺伝子の本体であるDNA に興
味・関心をもち，発見の歴史や
特徴などを調べようとする。 

◆ 遺伝子やDNA に関する研究の
現状，成果などに興味・関心を
もち，意欲的に調べようとする。 

 

  ◆ 遺伝子の本体はDNA という物

質であることを理解している。 

◆ DNA はわずかな確率ではある

が変化して遺伝子が変わり，そ

れによって子に伝えられる形質

も変わることがあることを理解

している。 

  

 

終章 遺伝子を扱う技術について調べよう（１時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

 
遺伝子を扱う技術につい

て調べよう 

●遺伝子やDNA を扱う技術
が生活に利用されている
ことを調べてまとめ，考
えたり発表したりする。 

◆ 遺伝子やDNA を扱う技術が生
活に利用されていることを意欲
的に調べようとする。 

 

◆ 遺伝子やDNA を扱う技術が生
活に利用されている例をもと
に，便利な点や安全面の課題な
どについて，自らの考えを導い
たりまとめたりして，表現して
いる。 

 

 ◆ 遺伝子やDNA を扱う技術の知
識を身につけ，その利点や課題
について理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元３ 自然界のつながり 

＜単元の目標＞ 

土の中の生物のはたらきを理解させるとともに、自然界における生物相互の関係や、自然界のつり合いについて認識を深める。  

１章 生物どうしのつながり（６時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

６ 
１ 生物の食べる・食べら

れる関係 

 Ａ陸の上と水の中の食

物連鎖 

 Ｂ土の中の食物連鎖 

 Ｃ食物網 

２ 生物どうしのつり合

 い 

●食べる・食べられるとい
う関係と生物の数量の関
係から，自然界では生物
がつり合いを保って生活
していることを見いだ
す。 

◆ 生物が自然の中で食べる・食べ
られるという関係の中で生活し
ていることに関心をもち，いろ
いろな資料をもとにそれらの関
係を調べようとする。 

◆ 生産者と消費者の数量の関係
やつり合いについて関心をも
ち，資料や身近な例をもとに探
究しようとするとともに，自然
環境のつり合いのしくみを大切
にしようとする。 

 

◆ 生物は食物連鎖によって網目
のようになった複雑な関係でつ
ながっていることを見いだすと
ともに，食物連鎖の上位のもの
ほど個体数が少ないなど，量的
な関係について，自らの考えを
導いたりまとめたりして，表現
している。 

◆ 生産者と消費者の役割を考え，
数量の関係やつり合いについて
資料やデータを分析し，生物が
つり合いを保って生活している
ことを見いだすことができる。 

 

 ◆ 自然界では，生物は食べる・食
べられるという関係の中で生活
していることを理解し，消費者，
生産者などについての知識を身
につけている。 

◆ 生産者や消費者のはたらき，食
物連鎖と生物の数量やつり合い
について理解し，知識を身につ
けている。 

 

 

２章 自然界を循環する物質（４時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

４ 
１ 微生物のはたらき 

２ 物質の循環 

●土の中の微生物のはたら
きを調べ，分解者の役割
を知る。また，自然界で
の物質の循環と生物の生
活との関係を見いだす。 

◆ 落ち葉や生物の死がいのゆく
えに関心をもち，土の中の微生
物について意欲的に探究しよう
とする。 

◆ 炭素，酸素などが生物を通して
自然界を循環していることに関
心をもち，資料などをもとに探
究しようとする。 

◆ 物質の循環を通して，すべての
生物がつながっていることに気
づき，自然を大切に保全しよう
とする。 

 

◆ 落ち葉などの有機物が分解さ
れるのは，土の中の小動物や微
生物のはたらきによることを推
察し，自らの考えを導いたりま
とめたりして，表現している。 

◆ すべての生物が生きていくた
めのエネルギーは，物質の循環
にともなって生産者がとりこん
だ太陽のエネルギーがもとにな
っていることを推察し，自らの
考えを導いたりまとめたりし
て，表現している。 

 

◆ 土の中の微生物によってデ
ンプンなどの有機物が分解
されることを，対照実験など
科学的な方法によって調べ
ることができる。 

◆ いろいろな器具を使い，土
の中にはたくさんの小動物
がいることを調べることが
できる。 
 

◆ 土の中の小動物や菌類，細菌類
などの分解者などのはたらきに
よって有機物が無機物に分解さ
れることを理解し，知識を身に
つけている。 

◆ 炭素，酸素などは生産者，消費
者，分解者のはたらきを通して
循環していることを理解し，知
識を身につけている。 

 

 

終章 自然界のつり合いを考えよう（２時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

２ 
自然界のつながりを考え

よう 

●1つの生態系における生
物の数量関係について，
変動のデータをもとに理
解を深め発表する。 

◆ 変動のデータから生物相互の
影響について，意欲的に考え発
表しようとする。 

 

◆ 変動のデータを読みとり，自ら
の考えを導いたりまとめたりし
て，表現している。 

 

 ◆ 生物相互の数量への影響につ
いて理解し，知識を身につけて
いる。 

 

 



単元４ 化学変化とイオン 

＜単元の目標＞ 

化学変化についての観察・実験を通して、水溶液の電気伝導性や中和反応について理解させるとともに、これらの事物・現象をイオンのモデルと関連づける見方や考

え方を養う。 

   

１章 水溶液とイオン（１３時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

３ 
１ 電流が流れる水溶液 

 Ａ電解質と非電解質 

●いろいろな水溶液の電気
伝導性を調べ，水溶液に
は電流が流れる水溶液と
流れない水溶液があるこ
とを知る。 

◆ 水溶液の電気伝導性に関する
事物・現象に進んでかかわり，
それらを科学的に探究しようと
するとともに，事象を日常生活
とのかかわりで見ようとする。 

 

◆ 水溶液の電気伝導性の有無と
電極の変化の有無を関連づけ，
自らの考えを導いたりまとめた
りして，表現している。 

 

◆ 水溶液の電気伝導性を調べ
る実験の基本操作を習得す
るとともに，実験の計画的な
実施，結果の記録や整理のし
かたを身につけている。 

 

◆ 水溶液に電流が流れるときは，
電極付近で変化があることを指
摘できる。 

◆ 電解質，非電解質について説明
することができる。 

 
５  Ｂ塩酸の電気分解 

 Ｃ塩化銅水溶液の電気

分解 

 Ｄ電解質水溶液に電流

が流れる仕組み 

●水溶液の電気分解を行
い，電極で物質が生成す
ること，電解質水溶液に
はイオンが存在している
ことを知る。 

◆ 電解質水溶液の極板で起こる
変化に関心をもち，電気分解で
起こる化学変化について進んで
かかわり，調べようとする。 

 

◆ 実験結果から，電気分解のとき
両極で起こっている化学変化に
ついて自らの考えを導いたりま
とめたりして，表現している。 

 

◆ 電気分解の実験の基本操作
を習得するとともに，実験の
計画的な実施，結果の記録や
整理のしかたを身につけて
いる。 

 

◆ 電気分解で両極に生成する物

質を指摘できる。 

◆ 電気分解で起こった化学変化

を化学反応式で表すことができ

る。 

◆ イオン，電離について説明する

ことができる。 

 
５ ２ 原子とイオン 

 Ａ原子の構造 

 Ｂイオンのでき方 

 Ｃイオンの表し方 

●原子の構造を調べ，原子
が電気的に中性であるこ
とやイオンのでき方につ
いて知る。 

◆ 原子の成り立ちとイオンに関
する事物・現象に進んでかかわ
り，それらを科学的に探究しよ
うとするとともに，事象を日常
生活とのかかわりで見ようとす
る。 

 

◆ 原子が電気的に中性であるこ
とについて，原子の構造をもと
に自らの考えを導いたりまとめ
たりして，表現している。 

 

 ◆ 原子の構造を説明することが

できる。 

◆ おもなイオンのイオン式を書

くことができ，イオンの生成が

原子の成り立ちに関係すること

を説明することができる。 

◆ 電離のようすをイオン式を使

って表すことができる。 

  

 

 

２章 化学変化と電池（６時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

６ 
１ 電池とイオン 

 Ａ電池の発見 

 Ｂ電極の化学変化 

２ いろいろな化学変化 

●化学電池では，＋，－両
電極で電子の授受が行わ
れることにより電流が流
れ，これにはイオンが関
与していることを知る。 

◆ 化学変化と電池に関する事
物・現象に進んでかかわり，そ
れらを科学的に探究しようとす
るとともに，事象を日常生活と
のかかわりで見ようとする。 

 

◆ 電流がとり出せる条件につい
て自らの考えを導いたりまとめ
たりして，表現している。 

◆ 化学電池は，電解質水溶液中に
イオンが存在することによりで
きていることについて，自らの
考えを導いたりまとめたりし
て，表現している。 

 

◆ いろいろな金属と塩酸や食
塩水で電流をとり出す実験
の計画的な実施，結果の記録
や整理のしかたを身につけ
ている。 

◆ 電池を調べる実験の基本操
作を習得するとともに，実験
の計画的な実施，結果の記録
や整理のしかたを身につけ
ている。 

 

◆ 化学電池の極性は，用いた金属
板の組み合わせにより変わるこ
とが説明できる。 

◆ 化学電池では，化学エネルギー
が電気エネルギーに変換されて
いることについて基本的な概念
を理解し，知識を身につけてい
る。 

 

 



 

３章 酸・アルカリとイオン（７時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

４ 
１ 酸・アルカリ 

 Ａ酸性とアルカリ性 

 Ｂ酸性・アルカリ性とイ

オン 

 Ｃ酸性・アルカリ性の強

さ－ｐＨ 

●酸，アルカリを用いた実
験を行い，酸，アルカリ
の性質を見いだす。 

◆ 酸性とアルカリ性の水溶液に
関する事物・現象に進んでかか
わり，それらを科学的に探究し
ようとするとともに，事象を日
常生活とのかかわりで見ようと
する。 

 

◆ 実験の結果から，酸性とアルカ
リ性の水溶液には，それぞれに
共通する性質があることについ
て自らの考えを導いたりまとめ
たりして，表現している。 

◆ 実験の結果から酸とアルカリ
の性質が，それぞれ水素イオン
と水酸化物イオンによることに
ついて，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。 

 

◆ 水溶液が酸性かアルカリ性
かを科学的に調べる実験の
基本操作を習得するととも
に，実験の計画的な実施，結
果の記録や整理のしかたを
身につけている。 

◆ 水素イオンと水酸化物イオ
ンを科学的に調べる実験の
基本操作を習得するととも
に，実験の計画的な実施，結
果の記録や整理のしかたを
身につけている。 

 

◆ 酸性とアルカリ性の水溶液の
それぞれの特性を理解し，指示
薬の色の変化やpH の指数など
の知識を身につけている。 

◆ 酸とアルカリの性質が，それぞ
れ水素イオンと水酸化物イオン
によることについて，基本的な
概念を理解し，知識を身につけ
ている。 

 

３ ２中和と塩 
●酸とアルカリを混ぜる実
験を行い，混ぜると中和
して塩が生成されること
を見いだす。 

◆ 中和と塩に関する事物・現象に
進んでかかわり，それらを科学
的に探究しようとするととも
に，事象を日常生活とのかかわ
りで見ようとする。 

 

◆ 酸性の水溶液にアルカリ性の
水溶液を混ぜる実験から，中和
して塩が生じることについて自
らの考えを導いたりまとめたり
して，表現している。 

 

◆ 中和反応に関する実験の基
本操作を習得するとともに，
実験の計画的な実施，結果の
記録や整理のしかたを身に
つけている。 

◆ こまごめピペットの使い方
に習熟している。 

 

◆ 中和反応によって水と塩がで

きることを理解し，知識を身に

つけている。 

 

 

終章 中和をイオンで考える（４時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

４ 
中和をイオンで考える ●これまでの学習を活かし

て，中和の実験を行い，
中和をイオンのモデルで
考え，説明することがで
きる。 

◆ 中和を調べる実験に進んでか
かわり，科学的に探究するとと
もに，事象を日常生活とのかか
わりで見ようとする。 

 

◆ 中和に関する事物・現象の中に
問題を見いだし，目的意識をも
って実験を行い，中和について
自らの考えを導いたり，まとめ
たりして，表現している。 

 

◆ 中和を調べる実験の基本操
作を習得するとともに，実験
の計画的な実施，結果の記録
や整理のしかたを身につけ
ている。 

 

◆ 中和について，基本的な概念を
理解し，知識を身につけている。 

◆ 薬品や器具の使い方について
の知識を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元５ 地球と宇宙 

＜単元の目標＞ 

身近な天体の観察を通して、地球の運動について考察させるとともに、太陽や惑星の特徴および月の運動と見え方を理解させ、太陽系や恒星など宇宙についての認識

を深める。 

   

１章 天体の１日の動き（６時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

２ 
１ 太陽の動き ●太陽の1 日の動きの観察

を行い，その観察記録か
ら，太陽の1 日の動きの
規則性を見いだす。 

◆ 太陽の1日の動きについて関心
をもち，透明半球を用いて太陽
の動きを調べようとする。 

 

◆ 透明半球上の記録から，太陽の
動きの特徴を考え，まとめ，表
現している。 
 

◆ 透明半球を使って太陽の1 
日の動きを調べ記録するこ
とができる。 

 

◆ 太陽の1 日の動きの規則性を
理解し，南中高度，南中時刻，
日の出・日の入りの方位を指摘
することができ，知識を身につ
けている。 

 
２ ２ 星の動き 

●星の1 日の動きについて
調べ，星空全体の動きの
規則性を見いだす。 

◆ 星の1 日の動きについて関心
をもち，動く向きや角度を調べ
ようとする。 

 

◆ 星の動きの記録から，星空は全
体として東から西に動いている
ことを考え，まとめ，表現して
いる。 

 

◆ 夜空の星の動きを定点観察
して記録をまとめることが
できる。 

 

◆ 東西南北のそれぞれの方位の

星の1日の動く向きや角度につ

いて理解し，知識を身につけて

いる。 

 ２ ３ 天体の動き 
●天体の日周運動を地球の
自転と関連づけてとらえ
る。 

◆ 太陽や夜空の星の1日の動きと
地球の自転の関係に関心をも
ち，調べようとする。 

 

◆ 天体の日周運動を見かけの運
動ととらえ，地球の自転と関連
づけて考え，まとめ，表現して
いる。 

◆ 日周運動を説明する方法を工
夫して，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。 

 

◆ 天球儀を使って，太陽や星
の日周運動と地球の自転の
関係を確かめることができ
る。 
 

◆ 太陽や星の日周運動は地球の

自転によって起こる見かけの運

動であることを理解し，知識を

身につけている。 

 

 

２章 天体の１年の動き（５時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

３ 
１ 四季の星座 ●四季の星座の移り変わり

や太陽の1 年の動きを調
べ，それらを地球の公転
と関連づけてとらえる。 

◆ 四季の星座の変化や太陽の1 
年間の動きに関心をもち，太陽
が星座の間をどのように動くか
調べようとする。 

 

◆ 季節によって見える星座が変
わることを地球の公転と関連づ
けて考え，まとめることができ
る。 

◆ 太陽が1 年間に天球上の星座
の間を西から東に動くことを見
いだし，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。 

 

◆ 地球の公転と四季の星座の
移り変わりの関係を，地球儀
などを用いてモデルとして
調べることができる。 

 

◆ 四季による星座の変化が地球
の公転によることを理解し，知
識を身につけている。 

◆ 太陽は天球上を西から東に1 
年で1周することを理解し，知識
を身につけている。 

 

２ ２ 季節の変化 
●季節による太陽高度や昼
夜の長さの変化について
調べ，それらを地軸の傾
きと関連づけてとらえ
る。 

◆ 季節によって太陽の南中高度
や昼夜の長さ，光の強さが変化
することに関心をもち，その原
因を調べようとする。 

 

◆ 季節による太陽の南中高度や
昼夜の長さの変化は，地球の公
転と地軸の傾きが原因であるこ
とを見いだすことができる。 

 

◆ 太陽の光があたる角度のち
がいと温度変化の関係を調
べることができる。 

 

◆ 季節による太陽の南中高度や

昼夜の長さの変化は，地球の公

転と地軸の傾きが原因であるこ

とを理解し，知識を身につけて

いる。 

  

 

 

 



３章 月と惑星の運動（８時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

５ 
１ 月の運動と見え方 

 Ａ月の形と位置の変化 

 Ｂ日食・月食 

●月の観察を行い，その観
察記録や資料にもとづい
て，月の公転と見え方を
関連づけてとらえる。 

◆ 月の満ち欠け，日食・月食など
について関心をもち，月の運動
と見え方などについて調べよう
とする。 

 

◆ 月の満ち欠けなどの見え方に
ついて月の公転と関連づけて考
え，まとめ，表現している。 

◆ 太陽・月・地球の位置関係から，
 日食・月食の起こる原因につい
 て考え，まとめ，表現している。 

 

◆ 日没後の同じ時刻に，月の
見える位置や満ち欠けのよ
うすを観察し，その結果を記
録することができる。 

 

◆ 月の見える位置の変化や満ち
欠けが月の公転によって起こる
ことを理解し，日食・月食につ
いて，その原因などの知識を身
につけている。 

 

３ ２ 惑星の見え方 
●観測資料などをもとに，
惑星の見え方を理解す
る。 

◆ 金星の見え方に関心をもち，見
える方角や時刻，満ち欠けにつ
いて調べようとする。 

 

◆ 地球と金星の位置関係による，
金星の見える位置や時刻，形の
変化を考え，まとめ，表現して
いる。 

◆ 星座をつくる恒星のように相
互に位置を変えないものと，惑
星のように位置を変えるものと
があることを考え，まとめ，表
現している。 

 

◆ 金星の見える位置や時刻を
観測し，その結果を記録する
ことができる。 

◆ 天体望遠鏡を適切に操作し
て金星の観測を行い，満ち欠
けのようすを記録すること
ができる。 

 

◆ 地球と金星の位置の関係から

金星の見える方角や時刻，形の

変化について理解し，知識を身

につけている。 

◆ 夜空に見える恒星や惑星の位

置関係について理解し，知識を

身につけている。 

 
 

４章 太陽系と銀河系（６時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

２ 
１ 太陽のすがた ●太陽の観察を行い，その

観察記録や資料などにも
とづいて，太陽の特徴を
見いだす。 

◆ 太陽の表面のようすについて
関心をもち，天体望遠鏡を用い
て観察を行い，資料などにもと
づいて，太陽の表面の特徴につ
いて調べようとする。 

 

◆ 黒点の継続観察記録から，太陽
が球形で，自転していると考え，
まとめ，表現している。 

 

◆ 天体望遠鏡を安全に操作し
て太陽黒点の観察を行い，結
果を記録することができる。 

 

◆ 太陽の表面のようすや特徴，太
陽の自転について理解し，知識
を身につけている。 

 

４ ２ 太陽系のすがた 

 Ａ太陽系の広がり 

 Ｂ惑星や衛星 

３ 銀河系と宇宙の広が

り 

●観測資料などをもとに，
惑星と恒星などの特徴を
理解するとともに，太陽
系や銀河系の構造をとら
える。 

◆ 太陽系について関心をもち，太
陽系の広がりや，太陽系の天体
の種類や特徴について調べよう
とする。 

◆ 恒星や銀河系など，太陽系の外
の宇宙について関心をもち，調
べようとする。 

 

◆ 太陽系の広がりや惑星の位置
関係を考え，表現できる。 

◆ 太陽系の恒星，惑星，衛星，す
い星などの天体の特徴を考え，
表現できる。 

◆ 恒星や銀河系など，宇宙の構造
の特徴を考え，表現できる。 

 

 ◆ 太陽系の広がりや惑星の位置

関係を理解し，知識を身につけ

ている。 

◆ 太陽系の恒星，惑星，衛星，す

い星などの天体の特徴について

理解し，知識を身につけている。 

◆ 恒星の性質や銀河系の構造な

どの知識を身につけている。 

  

 

終章 太陽の位置から方角を知る（２時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

２ 
太陽の位置から方角を知

る 

●学んだことを活かし，ア
ナログ時計と太陽の位置
から方角を見いだす。 

◆ これまでに学んだ太陽の1 日
の動きと方角について関心をも
ち，アナログ時計を使って太陽
の位置から南の方角を確かめよ
うとする。 

 

◆ アナログ時計と太陽の位置か
ら南の方角を考え，表現できる。 

［ペーパーテスト，ワークシート］ 

◆ アナログ時計と太陽の位置
から，南の方角を確かめるこ
とができる。 
 

◆ アナログ時計と太陽の位置か
ら，南の方角を確かめられるこ
とを理解し，知識を身につけて
いる。 

 



単元６ 地球の明るい未来のために 

＜単元の目標＞ 

自然環境を調べ、自然と人間のかかわり方について認識を深め、自然環境の保全と科学技術の利用のあり方について科学的に考察し判断する態度を養う。エネルギー

資源の利用や科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて認識を深め、自然環境の保全と科学技術の利用のあり方について科学的に考察し判断する態度を養う。 

   

１章 自然環境と人間のかかわり（４時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

２ 
１ 自然環境の保全 

 Ａ身近な自然環境の調査 

 Ｂ自然界のつり合いと人間

の活動 

●身近な自然環境につ
いて調べ，自然環境
を保全することの重
要性を認識する。 

◆ 身近な自然環境に関心をもち，
いろいろな視点から探究しよう
とする。 

 

◆ 環境調査の結果から，身近な自
然環境について科学的に考察す
ることができる。 

 

◆ いろいろな方法によって，
身近な自然環境を調べ，結果
を分析することができる。 

 

◆ 人間の生活と自然環境とのか
かわりについて理解し，知識を
身につけている。 

 

２ ２ 自然環境がもたらす災害 

 Ａ気象がもたらす災害 

 Ｂ地震や火山噴火がもたら

す災害 

●自然がもたらす恵み
と災害などについて
調べ，多面的，総合
的にとらえて，自然
と人間のかかわり方
について考察する。 

◆ 自然の恵みと災害に関する具
体的な事例に進んでかかわり，
それらを科学的に探究しようと
するとともに，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与しようと
する。 

 

◆ 自然の恵みと災害について調
べ，自然を多面的，総合的にと
らえて，自然と人間のかかわり
方について，自らの考えを導い
たりまとめたりして，表現して
いる。 

 

◆ 自然の恵みと災害に関する
具体的な事例の調査などを
行い，結果の記録や整理，資
料の活用のしかたなどを身
につけている。 

 

◆ 自然の恵みと災害について理

解し，自然と人間のかかわり方

について認識している。 

 

 

２章 くらしを支える科学技術（３時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

３ 
１ 衣食住と科学技術 

２ 輸送・通信と科学技術 

 Ａ人や物を運ぶ科学技術 

 Ｂ情報を伝える科学技術 

●科学技術の発展の過程
を知るとともに，科学
技術が人間の生活を豊
かで便利にしてきたこ
とを認識する。 

◆ 科学技術の発展に関する具体
的な事例に進んでかかわり，そ
れらを科学的に探究しようとす
るとともに，事象を日常生活と
のかかわりで見ようとする。 

 

◆ 科学技術の発展に関する具体
的な事例の調査などを行い，科
学技術が人間の生活を豊かで便
利にしてきたことについて，自
らの考えを導いたりまとめたり
して，表現している。 

 

◆ 科学技術の発展に関する具
体的な事例の調査などを行
い，結果の記録や整理，資料
の活用のしかたなどを身に
つけている。 

 

◆ 科学技術の発展の過程を理解
し，科学技術の発展や科学技術
が人間生活を豊かで便利にして
きたことについて認識してい
る。 

 

 

３章 たいせつなエネルギー資源（７時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

７ 
１ わたしたちのくらしと

エネルギー 

２ 電気エネルギーのつく

り方 

３ エネルギー問題の課題 

 Ａ化石燃料の利用と課 

題 

 Ｂ原子力の利用と課題 

４ 放射線 

５ 再生可能エネルギー 

●人間は，水力，火力，
原子力などからエネル
ギーを得ていることを
知るとともに，エネル
ギーの有効な利用が大
切であることを認識す
る。 

◆ 日常生活におけるエネルギー
の消費に関心をもち，調べよう
とする。 

◆ 電気エネルギーのつくり方に
関心をもち，人間が利用してい
るエネルギーについて調べよう
とする。 

◆ エネルギーの有効利用に関心
をもち，各種のエネルギー利用
の問題点と改善方法について調
べようとする。 

 

◆ 資料から，エネルギーの消費量
や使われているエネルギーの種
類をとらえることができる。 

◆ エネルギーを利用するときの
問題点を見いだし，有効利用，
解決する方法について，自らの
考えを導いたりまとめたりし
て，表現している。 

◆ 放射線の性質に関連づけて放
射線の利用や課題について，自
らの考えを導いたりまとめたり
して，表現している。 

 

 ◆ 発電に利用しているエネルギ
ーには水力，火力，原子力など
さまざまなものがあることを理
解し，知識を身につけている。 

◆ エネルギー資源を利用すると
きの課題，エネルギーの有効な
利用が大切であることを理解
し，知識を身につけている。 

◆ 原子力の利用と関連して，放射
線の性質や種類，その利用や人
体への影響などを知る。 

 



 

 

終章 これからのくらしを考えよう（４時間）                           

 時    学習内容    学習目標                       評価計画 

 自然事象への関心・意欲・態度    科学的な思考・表現    観察・実験の技能  自然事象についての知識・理解 

５ 
これからのくらしを考え 

よう 

●自然環境の保全と科学技
術の利用のあり方につい
て科学的に考察し，持続
可能な社会をつくること
が重要であることを認識
する。 

◆ 自然環境の保全と科学技術の
利用に関する事物・現象に進ん
でかかわり，それらを科学的に
探究しようとするとともに，科
学的な根拠にもとづいて意思決
定しようとする。 

 

◆ 自然環境の保全と科学技術の
利用に関する事物・現象の中に
問題を見いだし，テーマを設定
して調査を行い，自然環境の保
全と科学技術の利用のあり方に
ついて，科学的な根拠にもとづ
いて自らの考えを導いたりまと
めたりして，表現している。 

 

◆ 自然環境の保全と科学技術
の利用に関する事物・現象に
ついて調査を行い，結果の記
録や整理，資料の活用のしか
たなどを身につけている。 

 

◆ 自然環境の保全と科学技術の
利用について理解し，持続可能
な社会をつくることの重要性を
認識している。 

 

 

 

 

 

＜評価の観点、評価の場面・評価方法＞ 
 

 
評価の観点 評価の場面・評価方法 

（１） 自然事象への関心・意欲・態度 授業観察、ノート・レポート・ワークシートの取り組み、提出物状況、など 

（２） 科学的な思考・表現 
授業観察、レポート・ワークシート（考察の内容を中心に）、定期考査・小テストの「科学的な思考・

表現」に関する問題、など 

（３） 観察・実験の技能 
授業観察、レポート・ワークシート（方法・結果の内容を中心に）、パフォーマンステスト、定期考査・

小テストの「観察・実験の技能」に関する問題、など 

（４） 自然事象についての知識・理解 
レポート・ワークシート、定期考査・小テストの「自然事象についての知識・理解」に関する問題、な

ど 

 


